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第１ 適用の範囲

この基準は、山梨県内の製造工場で製造されたぶどうジュースに適用する。

第２ 定 義

この基準において、次の表の左欄に掲げる用語の定義は、同表の右欄に掲げるとお

りとする。

用 語 定 義

ぶどうジュース ぶどうの果汁１００％であるもの。

第３ 品質及び品質表示

１ ぶどうジュースの品質及び品質表示の基準は、次のとおりとする。

区 分 基 準

原 原料ぶどう 山梨県内で生産されたぶどうを使用すること。

品 材 ぶどう以外 使用していないこと。

の原材料

料

食品添加物 使用していないこと。

内 容 物 の 品 質 濃縮還元果汁でないこと。

質 他 基 準 の 適 用 果実飲料の日本農林規格（平成１０年農林水産省告示第１０

７５号。以下「日本農林規格」という。）第１７条（ぶどうジ

ュースの規格）の品質の基準に適合していること。

一 括 表 示 事 項 １ 次の事項を一括して表示していること。

表 （１）品名

（２）原料果実名

（３）果汁含有率

（４）原材料名

（５）内容量

示 （６）賞味期限（品質保持期限）

（７）保存方法

（８）製造業者又は販売業者の氏名又は名称及び住所

１ 一括表示事項の項の１の（１）から（７）までに掲げる事

表 示 の 方 法 項の表示は、次に規定する方法により行われていること。

（１）品 名

ぶどうジュース（ストレート）と記載すること。

（２）原料果実名

「ぶどう（○○）」（○○にはぶどうの品種名を記載す

る。）と記載すること。



（３）果汁含有率

「果汁１００％」と記載すること。

表 （４）原材料名

ぶどうの搾汁は、「果汁」と記載していること。

（５）内容量

内容量又は内容体積を表示することとし、内容重量はｇ

又はｋｇの単位で、内容体積はｍｌ、又はｌの単位で、単

位を明記して記載すること。

（６）賞味期限（品質保持期限）

次の例のいずれかにより記載すること。

（ア）平成９年１月

（イ）９．１

（ウ）１９９７．１

（エ）９７．１

（オ）０９．０１

示 （カ）９７．０１

（７）保存方法

製品の特性に従って、「直射日光を避け、常温で保存す

ること」、「常温で保存すること」等と記載すること。た

だし、常温で保存するものにあっては、常温で保存する旨

を省略することができる。

２ 一括表示事項の項の１から５までに規定する事項の表示は

印刷びん入り天然果汁以外の天然果汁にあっては、容器の見

やすい箇所にしてあること。

３ 印刷びん入り天然果汁に係る表示に用いる文字は、日本工

業規格Ｚ８３０５（１９６２）（以下「ＪＩＳ Ｚ８３０５

」という）に規定５．５ポイント（果汁含有率の事項に係る

表示のうち、率を表示する数字はＪＩＳ Ｚ８３０５に規定

する１４ポイント）の活字以上の大きさの統一のとれた活字

とすること。

製品特性の表示 １ 認証マーク若しくは近接した箇所に「ぶどうジュース」と

事項及びその表 表示することができる。

示方法 ２ 製品には、「山梨県産○○ぶどう使用」等と表示すること

ができる。

表 示 禁 止 事 項 次に掲げる事項は、表示していないこと。

（１） 「生」、「フレッシュ」その他新鮮であることを示す

用語

（２） 一括表示事項の規定により表示してある事項の内容と

矛盾する用語

（３） その他内容物を誤認させるような文字、絵、写真その

他の表示

（４）天然又は自然の用語

第４ 製造施設等

製造施設、製造機械及び保管施設は、食品衛生法に基づいた適切な管理がおこなわ

れていること。

第５ 品質管理

１ 製造に当たっては、食品衛生法を遵守し、衛生に十分注意し、適切な管理をおこな

うこと。

２ 食品衛生責任者が１人以上いること。

第６ 認証方法

認証のために適合審査は、山梨県農産物等認証要綱に基づきおこなうものとする。


